












■ご購
読のお

申込み
は、☎

045・
624・

8023
まで（

委託先
／産経

情報開
拓㈱）

「大手
企業の

中には
、

『中小
を守る

』とし
な

がらも
、堂々

と海外
に

工場建
設を進

めてい
る

会社も
ありま

す。も
は

や大手
企業に

は中小
を育

てると
いう余

裕があ
りま

せん。
だった

ら、自
分

たちで
製品を

つくっ
て、

市場を
開拓し

ます。
１、

２億円
の市場

があれ
ば

十分や
ってい

けます
」。

自社製
品を売

り込

む営業
人員は

雇わな

い。「マ
ーケテ

ィン

グをし
っかり

して、

ニーズ
がある

ところ

に、自
社製品

の情報

を届け
られる

か、が

重要な
のです

」とも

付け加
える。

同社で
はリサ

ーチ

を徹底
し、販

売ター

ゲット
を３０

０社ほ
ど

リスト
アップ

。そこ
に

製品パ
ンフレ

ットを
送

ること
で、新

規の受
注

につな
げてい

る。

■“情
報の通

り道”
つくる

金属加
工業で

ありな
がら、

自社

の“強
み”や

“得意
分野”

をあえ

て打ち
出して

いない
のも特

徴。オ

ンリー
ワン企

業とは
真逆の

戦略だ
。

小林社
長は強

調する
。「それ

を

やって
しまう

と、新
規のお

客さん

も限定
されて

しまい
ます。要

は『製

品実現
につい

てのノ
ウハウ

をもっ

てます
』と顧

客に近
づき、

お客様

の相談
を受け

やすい
雰囲気

をつく

ります
。そう

すると
、お客

さんが

『とり
あえず

コバヤ
シ精密

に相談

しよう
』とな

ります
。結果

的に、

あらゆ
る情報

が当社
に集ま

ること

で顧客
ニーズ

がつか
めます

。会社

を“情
報の通

り道”
にして

いくの

です」
と。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
も
「
販
売
の

自
然
の
法
則
」
に
つ
い
て
で
す
。

前
回
は
、
こ
の
法

則
を
構
成
し
て
い
る

３
つ
の
要
素
（
①
欲
求

を
増
や
す
②
価
値
を

増
や
す
③
お
金
を
得

る
）
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
こ
の
順
番
を
間
違

え
て
は
販
売
が
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
今
回
は
「
な

ぜ
欲
求
を
増
や
す
」

こ
と
を
一
番
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
の

か
？

　に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
具
体
例
で

す
が
、
人
は
大
体
、
押

さ
れ
る
と
押
さ
れ
な

い
よ
う
に
抵
抗
を
し

ま
す
（
足
で
踏
ん
張
っ

て
、
押
さ
れ
な
い
よ
う

に
）。 こ

れ
が
ま
さ
に
販
売
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
見
て
く
だ
さ
い
。

買
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
〝
押
し
売
り
〞
す
る
と
、
お

客
さ
ん
は
買
わ
な
い
よ
う
（
押

さ
れ
な
い
よ
う
）
に
抵
抗
し
ま

す
。み
な
さ
ん
も
ご
経
験
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　こ
の
よ
う
に

な
る
と
、
販
売
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
答
え
は
簡
単
で

す
。
押
さ
れ
る
の
は
嫌
な

の
で
、
引
っ
張
っ
て
あ
げ

れ
ば
よ
い
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
興
味
を
持
た

せ
る
＝
引
っ
張
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
す
る
に
は
、「
相

手
が
何
で
困
っ
て
い
る
か
？
」

「
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
」
を
、
ま
ず
聞
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
質
問

で
す
。
相
手
に
徹
底
的
に
質
問

す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。
で
な
い
と
欲
求
を
増
や
す

こ
と
も
、
価
値
を
増
や
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。（
バ
イ
オ
ク

ロ
マ
ト
代
表
取
締
役
）

販
売
の
自
然
の
法
則
②

２０１
５年の

本紙テ
ーマは

「中小
企

業の逆
襲」だ

。長ら
く大手

企業の
下

請けと
して甘

んじて
きた中

小企業

だが、
今では

脱・下
請けや

新分野

進出な
どで“

新たな
るメイ

ド・イ

ン・ジ
ャパン

”に挑
む企業

が出て

きてい
る。国

内の中
小企業

が壊滅

すれば
、大手

企業も
当然、

競争力

を失っ
てしま

う。今
後、日

本経済
の

生命線
である

モノづ
くり産

業を死
守す

る主役
になる

のは、
紛れも

なく中
小企業

といえ
る。こ

うした
なか、

コバヤ
シ精密

工業（
相

模原市
南区大

野台、
☎０４

２・７
５１・

９０９
５）

は、こ
れから

の中小
製造業

のあり
方を感

じさせ

る試み
をスタ

ートさ
せた。

■工場
でロボ

ット活
用

コバヤ
シ精密

は２０
１０

年、地
元に拠

点が

あるＪ
ＡＸＡ

と連

携して
、小惑

星探

査機「
はやぶ

さ」

のプロ
ジェク

トに

参加。探
査機が

「小

惑星イ
トカワ

」で

収集し
たカプ

セル

の分解
作業を

手伝

ったこ
とでも

知られ
る。

本業は
精密機

械部品
の生産

や組み

付け。
同社で

加工し
た部品

は「半
導

体製造
装置」

などに
使われ

ている
。

同社で
はここ

数年、
さまざ

まな改
革

に乗り
出して

いる。
その

一つが
、生産

ライン
の自

動化だ
。

「生産
現場で

はロボ
ット（

生産の
自

動化設
備など

）を徐
々に導

入して
い

ます。
最終的

には、
工場は

人手を
か

けずロ
ボット

に明け
渡すこ

とを目
指

してい
ます」

と小林
昌純社

長。

つまり
、ロボ

ット導
入で余

った人

材を「
生産技

術」や
「設計

」、さら
に

は「広
報」な

どに配
置して

、“知恵
で

勝負す
る企業

”にな
ること

だ。

「無人
化とい

っても
人間の

知識が
問

われま
す。実

際に人
が機械

を動か
すよ

うに自
動化を

進めな
ければ

、安全
で信

頼性の
あるモ

ノづく
りはで

きませ
ん。

治具や
機械に

“スパ
イス”

を一ふ
りす

ること
で、“知

識のモ
ノづく

り”へ
の

脱皮を
進めて

います
」（小林

社長）。

工場で
は２４

時間稼
働の設

備を３
台

導入し
ている

。人件
費をか

けてい
ない

ため、
ここで

生産し
た部品

は、海
外勢

には劣
らない

価格、
しかも

高品質
で提

供して
いる。

■ター
ゲット

を明確
化する

その一
方で進

めてい
るのが

、自社
製

品づく
りだ。

昨年末
には、

得意の
金属

加工技
術を使

ってト
ラック

の荷台
搬送

作業で
、作業

員の転
倒を防

止する
安全

具「あ
おりの

鉄人」
を開発

した。
今で

は物流
業者や

工務店
などへ

販路開
拓を

進めて
いる。

オフィ
ス結ア

ジア（
藤沢市

藤沢、☎
０４６

６・

２
１・７

４４８
）は、

何らか
の事情

で声が
出せな

かった
り、声

が出し
にくい

人たち
に代わ

って、

タブレ
ット端

末が文
章を読

み上げ
るアプ

リを本

格発売
した。「

指伝話
」と名

付けた
同アプ

リは、

指で文
字を入

力する
と、端

末がま
るで人

間の声

のよう
に話し

てくれ
る。よ

く使う
言葉を

あらか

じめ登
録して

おけば
、指で

選択す
るだけ

でコミ

ュニケ
ーショ

ンで

きる。
医療や

福祉

の現場
での活

用を

見込ん
でいる

。

「指伝
話」は

、

タブレ
ット端

末

だけで
はなく

ア

イフォ
ーンで

も

使える
。価格

は

専用端
末との

セ

ットで
１０万

円

程度。
登録で

きる言
葉の数

は、１

つのグ
ループ

で１０
０個。

１つの

「言葉
」とし

て登録
できる

文字数

は約３
万文字

におよ
ぶ。

失語症
やがん

で声を
失った

人な

どでも
、日常

のコミ
ュニケ

ーショ

ンがで
きるよ

うサポ
ートす

る。す
でに地

元・藤
沢市も

購入補
助を決

めてい
る。

同社の
本業は

、病院
のカル

テシス
テム

などを
手掛け

るＩＴ
（情報

技術）
ベン

チャー
企業。

開発の
きっか

けは５
年ほ

ど前、
高橋宜

盟社長
が電車

に乗っ
たと

き。顧
客から

の着信
があっ

ても受
ける

ことが
できな

い。

「ちゃ
んと応

答しな
いと他

社に回
さ

れる。
だった

ら電車
の中で

も声を
出

さずに
、話せ

るよう
なツー

ルがあ
れ

ば、と
思いま

した」
と高橋

社長。

開発後
、喉頭

がんで
声を失

った市

内の医
師が「

指伝話
」を試

したと
こ

ろ、筆
談をせ

ずに診
察が行

えた。
ビ

ジネス
だけで

なく医
療・福

祉現場
で

も採用
したい

とする
人が増

加。現
在、

普及に
向けて

動き出
してい

る。

「使っ
ていた

だいた
人に『

ありが
と

う』と
言って

もらえ
る。採

算を考
え

るより
、その

気持ち
でやっ

ていま
す」

と、高
橋社長

は話し
ている

。

溶接事
業を手

掛ける
、テ

ィーケ
ー工業

（相模
原市南

区上鶴
間本町

、☎０
４２・

７

６６・
３４１

９）は
、住宅

やマン
ション

の住人
に異常

があっ
た場合

、ラン
プを通

じて地
域に知

らせら
れる「

ふ

れあい
ランプ

」を製
品化し

た。

同製品
は、Ｌ

ＥＤ（
発光ダ

イオー
ド）灯

や携帯
型の小

さ

なリモ
コン（

発信機
）など

で

構成さ
れる。

異常時
にリモ

コ

ンでス
イッチ

を押す
と、窓

際

やベラ
ンダに

置かれ
たラン

プが

点滅し
、近隣

住民に
伝える

仕組

みだ。
独り暮

らしの
高齢者

や女性
が

増えて
いるな

か、急
に具合

が悪

くなっ
たり、

室内で
事件・

事故

にあっ
ても、

助けを
呼べる

身近

な手段
がない

。

「早く

発見が
でき

れば助
かる

命もあ
りま

す。こ
の『ふ

れあい
ランプ

』

は、地
域で長

い

間培わ
れてき

た互助
精神が

あっ

て初め
て機能

するも
のです

。互

助精神
さえあ

れば、
高額な

ホー

ムセキ
ュリテ

ィーは
必要あ

りま

せん」
と今野

時雄社
長。

もとも
とは数

年前、
町田・

八

王子・
相模原

商工会
議所の

広域

連携事
業で行

われた
「もの

づく

り交流
会」で

出た案
を、今

野社

長らが
引き継

いだ。

その後
、コン

サルテ
ィング

会

社のシ
ステム

共同開
発（同

市南

区鵜野
森、小

泉智善
社長）

のア

ドバイ
スを受

けなが
ら製品

化に

こぎつ
けた。

価格は
、２０

０～３
００台

で

購入す
る場合

、１台
あたり

６０

００円
程度。

すでに
６５０

世帯

が加入
する市

内の自
治会が

導入

を検討
してい

るとい
う。

ふれあ
いラン

プ

ふれあ
いラン

プ

ふれあ
いラン

プ

住
人
の 

　
　
　

 

近
所
に
知
ら
せ

住
人
の 

　
　
　

 

近
所
に
知
ら
せ

異
常
を

ティー
ケー工

業

地域の
互助精

神がカギカギ
地域の

互助精
神が

逆襲逆襲逆襲逆襲
中小企

業の

開
拓
開
拓

知
恵
の
モ
ノ
づ
く
り

“

”

で

 

負
け
な
い
中
小 

の
道
示
す

海
外
勢
に

「指伝話」
を

「指伝話」
を本格展開

へ
本格展開

へ

藤
沢
の

藤
沢
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

ベ
ン
チ
ャ
ー

声
が
出
せ
な
い
人
に
代
わ
り 

発 

声

相模原
のコバヤ

シ精密
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